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前　半 B得点

試合運びを見せ、25対20で東京女子体育大学が決勝へ駒を進めた。
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戦況

見出し

終了間際2番のミドルで取り返し12対10で前半終了。

東京女子体育大学、安定した試合運びで決勝へ

筑波大学スコア 25

A 得点

開催地 （都道府県名） 大阪府 会場名 丸善インテックアリーナ大阪

4 回戦 準決勝性別 女子
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2分51秒、東女9番のペナルティにて先制するが筑波大もペナルティで取り返し、

6番18番の素早い速攻に繋げ後半13分、20対14とリードを広げる。筑波大も

同点に追いつく。しかし、東女体大も11番14番の真ん中2枚DFが、厚く守り、
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準決勝、東女体大VS筑波大。一戦、立上り両チームの堅いDFと、GKの攻守が続く。先制点は

明け、東女体大がミスを逃さず、6番4番の速攻での連取に成功。筑波大も

後半開始後、筑波大はGK1番の好守と3番の速攻及び2番のロングにより、

1番GKの再三の好セーブにより、粘りを見せるが、東女4番を中心とした安定した

東女体大１０対筑波大９となったところで、筑波大タイムアウトを要求。タイムアウト

退場となるが、筑波大GKの好守があり、連続得点を許さない。28分26秒、

一進一退の攻防が続く。その後も、緊張した試合が続く中17分50秒、筑波6番


